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県市町村での担い手育成のデ ジ タ ル化

「R i g h t A R M f o r  E x 。 」

～ デ ー タ 活用 に よ る 農業経営の未来 ～

テラスマイル株式会社
生駒 祐一
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会社紹介

2



©Terracemile.INC 2022

テラスマイルとは何者か
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ずっと、農業経営へのデータ活用をやってきている会社
散らばった営農データの一元化…

KKD（勘と経験と度胸）からの卒業支援…
農業業界でのデジタル化導入の在り方…
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データを用いて競争力のある地域をたくさん創る

起業理念
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データ分析/予測システムでの実績
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ＪＡ熊本市/ＪＡ鹿本 こゆ財団 / ＪＡ児湯 ＪＡ日向

ピーマン・キュウリ・トマト・ミニトマト・ナス・スイカ・カラーピーマン・イチゴ
・ミズナ・ホウレンソウ・コマツナ・アスパラガス・果樹・花卉

ダイコン・ニンジン・ブロッコリー・ホウレンソウ・キャベツ・レタス

ＪＡ熊本市/ＪＡ鹿本 ＪＡ熊本市/ＪＡ鹿本 ＪＡ熊本市/ＪＡ鹿本
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茶（煎茶・碾茶・ペットボトル茶）

P6

堀口製茶
(国内最大)

300,000㎡

実績分析

収穫計画
シミュレーション



©Terracemile.INC 2022 7

実績1

RightARMの見える化により
実績が早期に共有でき、

摘採計画のデジタル化により、

経営者が業務に集中できた。

経営者の
二番茶
現場業務

９割
削減
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農業でのデジタルツール実装の在り方とは
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１．農業経営者の成長に伴走する。

２．データを活用して一作（人生）の経験値３倍を下支えする。
３．データ基盤を導入して生産性・収益性を高める。

生産者とともに、課題感から成功体験まで共有
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提供サービス RiｇｈｔARM（ライトアーム）とは
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農業経営者の「右腕」として「向き合う農業」を支援する

✓営農システムや環境センサー情報など、農業を取り巻くデータを一元化し、気象情報や市況などの

データを組み合わせ、集計および分析を行った結果をグラフや表で出力

✓見える化されたデータを活用し、最適な栽培計画策定、儲かる農業をデータドリブンで実現

自動的に
データを収集

戦略的に
データを活用

分かりやすい
ビジュアライズ
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お客様の声
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現場時間・現場感
1. 野菜・茶の経営データと向き合ってきた経験値
2. オンラインでデータ活用ワークショップも提供
3. 提供する情報とサービスが常に進化していく

競争優位性
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2022年２月７日

自治体(JA)向け新サービス

「RightARM for Ex」
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農林水産省 令和3年度農業支援サービス事業育成対策を活用



©Terracemile.INC 2022

売り手 農業生産 買い手

種苗 集出荷場

肥料・農薬 物流 ↑

農機・設備 市場・卸

人材 ↑ 小売・宅配

農地 直売所

解決したい社会課題（担い手育成のデジタル化）
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テラスマイル社フレームワーク

Ｇ
Ａ
Ｐ

生
産
工
程
管
理

消
費
者
に
と
っ
て
便
利
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多くの市町村に担い手を育成するデジタルな仕組みがない

「わが町のデジタルな農業マニュアルがない」

社会的な課題
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経営体・担い手育成について、
こんなお悩みありませんか？
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〇〇を改善したほうが良いのでは？

どうして？自分のやり方のほう
が良いと思うのですが、、、

昨年と今年の違いはなんですか？

今年は頑張った！

経営体育成って
どうやればいいの？

データは取っているみたいだけど、
どう使えばよい？

データを使って分析したいけど、
データがない…

センサー情報を使った資料作成に
時間と手間がかかる…

説得力のある指導ができない…

正しく振り返りができない…
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自治体のデジタル化で使えるRightARM for Ex
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生産者の営農記録やセンサーの情報および気象情報等を簡単に集約化・見える

化することで、栽培指導を行う自治体・JA等が効率的にデータを使った営農指導

ができるようになります。

「Ex」とは、agricultural Extension(農業普及）とEinoushien transformationを意味します。
データを用いた営農指導の転換によって産地農業振興を一歩先へ進めたいという思いが込められています。

生育・収穫記録

生産者 自治体・JA

データ

人材
育成

集計分析

分析結果

分析結果

オンライン
（クラウド）

オフライン

オンライン
（クラウド）

オフライン

サポートワークショップ
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RightARM for Ex でできること
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✓ 属人的になっていた分析の切り口を統一・見える化し、組
織内で共有・平準化

✓ 営農指導方法・評価基準をマニュアル化し、若手指導員
の育成が可能

担い手育成の

高度平準化

✓ 営農関連システムデータを手間なく自動集計し、多彩な切
り口でデータをグラフ表現

✓ 資料作成の時間を削減し、「本質的な営農指導の時間を
十分に確保」

農業経営体の育成での

資料をラクラク作成

✓ 複数生産者のデータが蓄積できれば、農業経営指標（営
農のマニュアル）を低コストで作成可能

✓ 農業現場がデジタル化し、情報が蓄積する中、それらデー
タを活用した管理・活用体系を実装可能

産地形成のための

営農マニュアル
作成・実装

01

02

03
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データのInput①：自動取得
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利用生産者の外的要因に関するデータは弊社で自動的に取得します。

※データの取得には事前に生産者にヒアリングが必要です

気象 市況 環境センサ

【取得元】
関西電力グループ

【内 容】
1キロメッシュ

-気温
-日射量
-降水量 ほか

【取得単位】
１日～
※先2weekの気象予報を含む

【取得元】
WAGRI API

【内 容】
太田市場
（品目別）

【取得単位】
旬ごと

【取得元】
誠和など

【内 容】
センサーデータ
-室温
-日射量
-飽差 ほか
【取得単位】
５分～
※弊社提携メーカーに限る
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データのInput②：生産者入力
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✓生育記録および収穫実績はスプレッドシートで利用生産者に入力いただきます。

クラウド上で記入できるので都度の受け渡しは不要です。

✓連携する他社営農管理システム（※）をご利用の方は ほぼ自動的に取得します。

入力内容は必要最低限！！
〇播種日
〇施肥記録
〇防除記録
〇（簡単な）生育調査
〇収穫日・収穫量

記録対象例：施設園芸での必須項目
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データのInput②－2
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圃場名 株番号 生産者名 作物名 記録対象

記録対

象単位
実績値
（年月日）

実績値

（値） 病気 雑草 樹勢 ph EC

AB区画(例） 12345 鈴木太郎 キャベツ 潅水 Ｌ 2022/2/1 3000 無 少 強 12 5

AC区画(例) 12346 鈴木太郎 レタス 開花 2022/2/1 無 少 並 5 3
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データのOutput
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アクセス権限

分析画面 圃場カルテ 管理者画面

１５＊３以上の切り口で
見える化された
生産者ごとの画面

圃場ごとの現状をまとめた
一枚のシート

複数生産者の情報を集約・
まとめて分析できる管理者

専用画面

• データはクラウド上で管理され、いつでもどこでもアクセスすることが可能です。

• 指導員は画面を印刷して生産者にお渡しすることも可能です。

アクセス権限 アクセス権限
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（参考）圃場カルテのイメージ（施設版）
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基本の「き」
やってますか？

収量は十分とれて
いますか？

最近変わったこと
ないですか？

（リンク）圃場カルテ_イメージサンプル

https://app.powerbi.com/groups/me/reports/ad9b564d-ae64-4372-8e67-6e7f8963a5f8/ReportSection
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（施設園芸・露地野菜・茶）分析画面とは
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• 生産者ごとに圃場単位で作業項目や要因データとの比較が行えます。

• また、保有している圃場同士を比較して、圃場ランキング、実績と行

動等要因の相関分析などが行えます。

実績分析のパターン実績を見て、「どこが改善ポイントか」を探る

2
3
4

0

10

11月上旬 11月中旬 11月下旬

収量推移

歩留 収量 市況

-20

30

-20

30

日収推移

Aランク収量 Bランク収量

Cランク収量 目標収量

0

10

20

11月上旬 11月中旬 11月下旬

圃場比較

圃場1 圃場2 圃場3 圃場4 圃場5

問題個所の探り方：
①市況と比較し、「収量のピーク時期」を確認
→市況が高いところに収量のピークを合わせるようにしたい
時期の「ズレ」を抽出する

②目標と比較し、安定的な収量が出ていない時期・圃場を確認
→目標との乖離時期を抽出する
③他の圃場と比較し、収量不足の時期・圃場を確認
→ベンチマーク圃場に対して不足している時期・圃場を抽出する

時期ずれや不足圃場を抽出し、
「改善すべきポイント」を明らかにする
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管理者画面とは
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管内生産者間の比較など、産地ごとの分析や情報管理が可能です

複数生産者×複数年のデータ蓄積をもとに、

産地傾向と踏まえた経営体育成指標を低コストで作成可能

気象 市況 環境センサ

農家横断的分析

産地特性の理解

営農支援マニュアル
／栽培暦の作成

自治体／JA

＜経営指標/育成指標＞
出荷量・売上

実績分析（収益性・生産性）
要因分析（活動・安全性）
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千葉市での実証と効果
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声（千葉市 農政センター）
「分析や指導法だけでなく、気持ちを変えてしまう」

顧客の声
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導入までの流れ
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• お客様（自治体・JA／生産者）の抱える課題を理解し最適なサービス提供

するため、導入に当たっては、抱えている課題など十分なヒアリングを実施

させて頂きます

おおむね生産者の播種／定植が始まる

３か月前までの内部合意、1か月前までの導入を推奨しています

お問合せ／
資料請求

自治体さま
／JAさま情
報確認

生産者さま
打診・情報
確認

お見積り／
お申込み

ユーザー環
境準備

導入前研修
（自治体さ
ま／JAさま
向け）

データ
取得開始
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【RightARM for Exの３つの特徴】

（1）データを活用した農業普及員・営農指導員の早期（目標３倍）育成が可能

（2）１５種類の分析画面と、担い手向けの月次レポートが（最低限の入力で）自動で作成

（3）県内すべての自治体が、産地の営農マニュアルを従来の約２割のコストで運用

RightARM for EX.の強みと特徴
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生産者・指導員と三位一体で成功体験を共有
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テラスマイルの強みと特徴
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目標達成！
STEP

4

改善箇所抽出
STEP

3

見える化
STEP

2

目標設定
STEP

1

ーデータに基づく農業経営の見える化

ービジョン作成

ー普及指導ケーススタディ

作付準備期

生育期

収穫期

農閑期

ー分析支援（見える化フォロー）

―中間勉強会（事務局）

―中間勉強会（事務局）

ー圃場カルテに基づく指導

―振返検討会

―営農マニュアル作成講座

―次年度に向けたデータ整理

生産者と指導者の伴走をサポートします
各ステージに合わせた研修会をご準備し、目標設定～目標達成、成功
体験の喜びまで共有させて頂きます。
※生産者と指導者が共通言語（データ）を用いて会話をすることが大切であると考えているため、テラ
スマのコンサル・勉強会は、指導者向けとさせていただきます。
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料金体系（年額）
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スタンダード プレミアム

対象カテゴリ 施設園芸／露地野菜／お茶／花卉

主な機能

圃場カルテの出力
分析画面の提供
管理者用機能の提供
（圃場比較分析・実績分析）

スタンダードコースの全機能
出荷予測

労力コスト分析

初期導入費用
実費（機器類・デバイスの設置を伴う場合）

年間利用料
（税別）

４4区画まで １１０万円 １９０万円

45区画から １７０万円 ２５０万円

追加費用 ライセンス料
追加１ライセンスにつき20,000円
（5ライセンスまでは基本料金に含む）

目標設定ワークショップ
（作付準備期）

15万円

勉強会
(収穫前～収穫中）

10万円

振返ワークショップ
（シーズン後）

15万円

指導者向け研修
（データ活用編）

20万円

オプション対応
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デジタル田園都市国家構想/society5.0による
経営体育成のデジタル化を！
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我が町の担い手経営指標をデジタル化し、
持続可能な農業普及を支援する

国内農業・産地のデジタル化

強く想っていること
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テラスマイルが目指す世界

-私たちはすべての営農者を豊かにし、国家を守ることを創造します-

資料請求・お問合せはお気軽にご用命ください

問い合わせ先 ： company@terasuma.jp

または

テラスマイル


